
岩手山異常報告

盛岡測候所中国良雄

最近岩手山(盛岡市を去る北西約 20粁〉に柏、異7V，認め，られ候僚不取敢報告に及び、

候也。

岩手山頂附近 1. 本年7月中旬頃束岩手外輪

山(訟鉢〉南東縁に砂燥の愛

色し?とる部分現はる。 (A黙。

附固参J!の

2. 8月初旬同地知， 2，3坪位

熱くなりたるを認む。

3. 9月初旬砂燥の凌色，昇湿

直域約 20坪位に掠大す。

4. 同期に火口丘(妙高丘， B

貼〉中腹に噴気駄を生十。

5. 9月3日午後4時頃遠雷の

如き地鳴を 2同聞く。

以上は岩手山神社奥宮の宮守の談にして同宮守はお3不安を感じて.印日下山せりとい

ふ3 営所に於て 9月 15日寅地調査を行ひたるに要項弐の如し。

1. A 地黒占の区域約 50坪，所々を掘ってみるに，かすかに白色噴気を認む。硫気

臭なし0

2. A地黙の表居地温(地面下約 15糎)を測定し最高 86.1度を得たり二

3. B地黙は噴気治優勢にして直域約 2坪，最高温度 93.0度，硫気臭あり。

4. 大地獄ぐ大正8年爆護〉の噴気勢力は昨年頃より著しく衰へ，初めの爆護孔に

は冷水を湛へたるも命所々に硫気孔あれ噴気温度 95.0度。

右事情に依り手配致し居りたるに 9月 23日に至り午前 2時頃著しき爆音を伴ひ

たる微震あり。翌朝迄に引緩き 3 同同様の地震ありたり。 ~pち

〔盛岡〉 第 1 悶 第 2 同 第 3 同 第 4 同

護 震 時 23日01時56分38.2秒 23日 11時04分21.4秒 23H19時01分54.8秒 24日05時59分58.5秒、

初総 績期 微時 動間 2.2 2.9 2.5 

最 大 動 {均 25.11" (土) 9.51'" (士1 7.01" t司 4.51" 

糖、震勤時間 27. 31. 33. 車句 60.< 

=百『口 事
ドーンといふ昔

音柑弱し 音 な し Z日E二 な し響を俳ふ
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23日午前 11時頃蛍所屋上より双眼鏡を以て遠望するに A地黙と思はる L漫より

著しき白色噴煙を認む。雲にさへぎられつ L翌日に於ても命同様たりしも 2n 日に至

り殆ど僅かに認めらる L程度とだりたり。 2，1') 日念嬢所員をして寅地調査せしめたる

に概要弐の如し。

1. A地黙約 100坪位に横大至る庭噴気す，最高 88.0度，硫気臭なし。

2. B地黙は大韓前向と重きりなきも砂燥の焦色になりたる部分約 50坪位となる。

3. 大地獄に於ける噴気増大し新噴気孔多数現はれたり。

命詳細は迫而報告可仕候。
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